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合わせたものです。

(3)Light	 Curve(each	 charnel)

指定 したチヤンネル範囲での光度曲線を描いてくれます。また、PiOt	 more?でYesと 答える

と次に指定 したチャンネルは順次重ね書きしていきます。

(4)Hardness	 Ratio

指定 したチヤンネル範囲での Hardness	 Radoの時間変化の様子を描きます。これも (3)と 同

様、Plot	 more?でYesと答えると次に指定 したチャンネルは順次重ね書きしていきます。

(5)Al1	 16	 ch	 Plot

ASMの 全エネルギー範囲で各チャンネルごとの光度曲線を描きます。16	 chの光度曲線を一

枚の絵に描いているので見にくいですが、チャンネルごとの強度変動を一目で追うことができ

ます。

(6)Color‐Color	 P10t

指定 したチャンネル範囲内での Radoを取 り、それを基に Color―Color図を描きます。 A―B

chが横軸、C‐D	 chが縦軸になります。

(7)Intcnsity―Color	 Plot

(6)に おいて横軸がX線 強度になり、	 Cdor― IntenSty	 図を描きます。各設定の仕方は

(6)と ほとんど同じです。

(8)change	 sOurce	 nle	 name

解析 したいX線 源を変えます。

(9)Intensity	 Distttbution

指定 したチャンネル範囲内での強度分布図 (ヒス トグラム)を 描きます。 (3)と 同じく、

Plot	 mOre?でYesと答えると次に指定 したチャンネルは順次重ね書きしていきます。

(10)Spectrum

ある期間の平均のエネルギースペク トルを描きます。平均の仕方は重み付き平均です。	 l	 ch

から何チャンネルロまでを描 くか、また終 りのチャンネルをいくらかまとめるかなど聞いてき

ます。そこで例えば、13	 chまで描くとしてまとめるチャンネルを2と指走すると 12‐13	 chのカ

ウント数が まとめられます。 ここでも順次重ね書きすることがで きます。最後にスペク トル
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フィッティング用のデータフアイルを作成するか聞いてきますが、これによつて作成されたファ

イルをそのままM360に 転送 しさえすればそのままスペクトルフイッテイングのジ ヨプに適

用することができます。スペクトルフィッティング用のフアイルは spccというデイレクトリの

下に作られるのであらかじめそれを作っておきます。

(11)Mac	 ile

M A Cの Kalcida	 Craph上で作業をするためのフアイルを作成します。ファイル名+a,b,cとい

う3つのフアイルができますがaが い8	 ch,9-16	 ch,1-16	 chのデータを記録したもの、bが 1-8	 ch

の各チヤンネルごとのデータを記録したもの、cが 9-16	 chの各チヤンネルごとのデータを記録

したものになっています。ファイルはmacnleという	 デイレクトリの下に作られるのであらか

じめそのデイレクトリを作っておきます。

resultのプログラム自体はFROTRAN77+PGPLOTで 書かれていますが、大変シンプルに作っ

てありますので気に入らないとことがあれば順次変更していって下さい。	 Linkの際に
'は
データ

読み取り用のオブジエクトフアイルrcadd.oを忘れずに Linkして、 「F77	 program/reSult.f	 readd.o

‐o	 result‐lpgplot-lX	 H」として下さい。
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